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身体、舞踊、トランス～バリ島、里の祭祀を考える～

第 6 回定例研究会は、舞踊評論家の石井達朗先生をお招きし、「身体、舞踊、トランス～バリ島、里の祭祀を考える～」という
テーマで講演いただきました。

【講師プロフィール】
ニューヨーク大学（NYU）大学院演劇科フルブライト研究員、同大学院パフォーマンス研究科 ACLS 研究員などを経て　　　
慶応義塾大学名誉教授。
関心領域は現代舞踊やパフォーマンスの評論のほか、アジアの祭祀、サーカス、ジェンダー / セクシュアリティから考える　
パフォーマンス論。
2003 年第 14 回カイロ国際実験演劇祭審査員ほか。主な著書に『男装論』『異装のセクシュアリティ』『身体の臨界点』ほか。

講師
石井 達朗 氏（舞踊評論家）
指定討論者
大谷 燠 氏（NPO 法人 DANCE BOX 代表）
関 典子 氏（神戸大学大学院 人間発達環境学研究科 講師）
テーマ
身体、舞踊、トランス～バリ島、里の祭祀を考える～
講演日
2014 年 3 月 1 日（土） 14:00 ～ 17:00　受付開始　13:30～
場所
武庫川女子大学　甲子園会館　K－205
※駐車場がございませんので、公共の交通機関をご利用ください
※申込不要


